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リリースの内容・目的

J-STAGEに寄せられたご要望・改善事項への対応
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■これまでJ-STAGEに寄せられたご意見・ご要望のうち、
・使い勝手の向上
・機能拡充

に関する項目を編集登載システムに改修を実施しました。

■編集登載系について、XML登載時の不具合対応や、Web登載
画面への入力項目追加を実施しています。



概 要
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■ リリース日 令和４年３月２６日（土）

■ リリース概要

１．Web登載へ発行日入力欄追加

２．XML登載の不具合対応

・XML登載時に謝辞、原稿種別のデータ登録が行われないケースの修正

・XML登載時に引用文献のref-list要素を複数記述した際に、書誌画面

および全文HTML画面にref-list記載の引用文献が全て表示されない

ケースの修正

３．書誌XML作成ツールの取込処理改善

４． COUNTER R4の機能停止



１． Web登載へ発行日入力欄追加
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Web登載の記事作成・編集画面へ発行日の書誌項目を追加します。

「発行日」の入力欄を追加



２．XML登載の不具合対応
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XML登載の記事アップロード機能の不具合２点を解消します。

① 謝辞の登録不具合対応

XMLファイルの謝辞（<ack>）要素について、<italic>等の修飾タグが使用されて

いた場合、謝辞データが正しく登録が行われない不具合を解消します。

② 原稿種別の登録不具合対応

XMLファイルの原稿種別

（<subj-group subj-group-type=“article” xml:lang=“xx”><subject>）

要素について、<bold>等の修飾タグが使用されていた場合、原稿種別

データが正しく登録が行われない不具合を解消します。



３．書誌XML作成ツール 取込処理改善
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書誌XML作成ツールにて、PDFからのデータ取込で正しく処理できないケースを改善します。

■ PDFの引用文献、所属機関、著者に文字「Â」（¥u00c2）が記述されている

場合、 「Â」が空白に置換されているケースを改善し 「Â」を設定するように

対応します。



４．COUNTER R4機能停止
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COUNTER R4レポートを提供する機能を停止します。

■COUNTERレポート機能について、COUNTER R4レポートはデータの新規作成
を2019年3月分までで終了していますが、終了から3年を経過したため、レポート
提供機能も停止します。（COUNTER R5レポートは継続して利用可能です。）

Usage Report(R4)
のリンクは削除します。


